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地域ブランド化につながる特産品開
発やトライアルの進出支援、ふるさ
と納税の好調で、一定以上の成果を
達成。さらなる活性化を図る第２期
では目標を上方修正し、就業者・創
業事業者数については第１期の倍
となる数字を計上。さらに納税関連
の生産にとどまらない、町の事業全
体での売上目標を設定しています。

国の基本目標改訂に合わせ、２期
目では高齢者などより幅広い世代
が対象となる内容に基本目標を変
更。ふくちのちは「小さな拠点」と
して順調に集客できており、現在
では来館50万人が目前に。２期
目は家庭学習実施率だけでなく、
正答率を目標に設定し、より成果
を重視した内容となっています。

目標の転入出者数にはわずかに及
ばなかったものの、観光入込客数や
イベントの交流人口は目標を達成。
２期目はさらに観光に注力し、イベ
ントに集客するだけでは無く、日常
的に町を訪れる人を増やし、経済効
果を挙げることを目標に変更。創り
上げた地域資源を生かしながら、経
済への還元を目指していきます。

就業率は目標を達成したものの、 15
～49歳の年齢別出生率の合計を示
す合計特殊出生率は目標を下回る
結果に。2.0を下回ると人口減とさ
れますが、全国的には1.4 前後で推
移しているため、比較して高い数値
ではあり明るい材料の一つです。

の
表
は「
第
２
期
福
智
町
人
口

ビ
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で
、
町
の
人

口
の
将
来
推
計
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示
し
た
も
の
で
す
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最
盛
期
に
４
万
人
を
超
え
た
人
口
は

炭
鉱
閉
山
と
と
も
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下
降
の
一
途
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た
ど
り
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現
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ま
で
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少
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毎
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３
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る
シ
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ル
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ト「
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智
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大
茶
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」、
４
百
年
の
伝
統
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誇
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上
野
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」や
町
の
象
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福
智
山
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代
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的
な
地
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資
源
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か
す
だ
け
で
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く
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封
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中
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方
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カ
イ
ラ

イ
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用
法
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ど
、
広
い
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点
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の
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能
性
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模
索
し
て
い
ま
す
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上

第２期福智町まち・ひと・しごと創生総合戦略特集／

１期目５年間の果成から見えてくる町の現状と目指す未来の姿数字から見る
福智町のこれまでと

Fukuchitown’s now

策定された総合戦略は、目指すビジョンの実現に向け、
施策の目標を具体的な数値で定めていることが特徴の一つ。
ここでは1期目５年間の設定目標とその達成率から町の現状を考えます。

「今」

■ 雇用創出数：100 人

■「小さな拠点」来場者：30万人

■ 創業事業所数：５事業所

■ 小学生家庭学習実施率：95％

■ 生産販売額：５億円創出

■中学生家庭学習実施率：90％

■ 新規就業者：200 人

■ 全国学力・学習状況調査における正答率40％未満の児童・生徒：25％以下
■高齢者の要介護認定率：20％以下

■ 創業事業所数：10 事業所 ■事業創出売上額：15億円

230 人

30万人（２年で達成）

（Ｈ26年85.9%）

（Ｈ26年81.2%）

９事業所

92.8％

23 億４千万円

90.4％

KPI

基

基

本

本

目

目

標

標

１

4

結果

結果

福智町にしごとをつくり、安心して働けるようにする

誰もが安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる
時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する（第１期目標）

目標（第１期）

目標（第１期）

新規目標（第２期で新たに設定した目標）

新規目標（第２期で新たに設定した目標）

ＫＰＩの例

■ 転入者：年間800人以上

■ 転出者：年間800人以下

■ 観光入込客数：51万人

■ 創出観光入込客数：120万人以上 ■ シンボルイベント経済効果額：１億円以上

795人

817人

59万人

■ イベント等の交流人口：５万人 ５万人

基 本目 標 2
結果

福智町への新しい人の流れをつくる

目標（第１期）

新規目標（第２期で新たに設定した目標）

■ 若年層の就業率：80％

■ 合計特殊出生率：1.8

■ 合計特殊出生率：1.7

82.7％

1.6

基 本目 標 3
結果

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

目標（第１期）

新規目標（第２期で新たに設定した目標）

（重要業績評価指標）
Column

「Key Performance Indicator」の略称で、施策ごとの進

捗状況を検証するために設定する指標。基本目標

の下に分野別のＫＰＩを多数設定することで、各

施策や課題や効果をより深く検証しています。

●全国的先駆的事業の実現：１事業以上

●方城スカイラインの活用と

　福智山麓の観光ルート化の実現

●保育所待機児童数：０人継続

●ふるさと納税寄附者リピート率：25％以上

●新たな公共交通網体系での運行開始

◎ 福智町将来人口推計

4

？


